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論文内容要旨
 1序論
 我国の油田新第三系にむいては,詳細な層位学的資料が集積されており,特に生物層位学的研究
 は多数行なわれてきている。しかしながら堆積岩岩石学的な立場からの研究は極めて少なかったよ
 うにみえる。これは,マグマから出来た火成岩と異なり,堆積岩は浸蝕.運搬,堆積等,種々の作
 用を受けて生成したものであり,化学成分のみで,議論する場合には,多くの場合,種々のファク
 ターがからみ,議論が困難になることによっている。筆者は,堆積岩々石学並びに堆積学的立場か
 ら,化学成分によって論究しやすいとみられる東北日本,新第三系の女川相当層に発達する続成作
 用によって生成したコンクリーシ。ン(結核体,団塊等)に着目した。我国の数少いコンクリーシ
 ・ンの研究は,記載を主とする鉱物学的なものが多く,本研究では広域的,層序学的研究に重点を
 齢き,堆積学的に把握することにっとゆた。
 葺コンタり一ションの分布産状
 もっともコンクリーションの多産する女川層及びその相当層を中心に,船川,北浦,脇本相当層
 の4層準,16地域にわたってしらべた結果,コンクリーシ・ンの産状については,まずその濃集
 地域の存在が注目されるべきである。特に濃集帯のみられるのは間木海岸(夏泊半島、,須郷田周辺
 〔高瀬川),矢島周辺〔・笹子川),旧荒川鉱山周辺(荒川),清川周辺(最上川)等であるが,塵
 ケ関海岸ではマール(marDが多産してむり,コンクリーシ・ンの濃集帯と同じ意義をもつものと
 して取扱った。これらは女川層下部堆積時に沿いて広域的なコンクリーシ。ンの生成しやすかった
 環境があったものと推定される。女川相当層より上位の層準に拾いては,大曲西部地域の北浦相当
 層上部の塊状泥岩中に,コンクリーシ。ンの濃集地域が存在する。これは.上記の女川相当層中の
 コンクリーシ・ンと異って,あまり普遍的な現象ではない。これは、層準的特徴というより地域的
 な現象でないかと、思われる。
 女川相当層中において,局部的な産状としては須郷田周辺に広く発達する海緑石砂岩を鍵層にし
 て,その上部に発達するコンクリーションを観察した結果(5ルート),コンクリーシ・ンの濃集
 帯は,限られた層準中の限られた範囲に沿いて大きな消長を示すことが認められた。コンクリーシ
 ・ンの大きさは,一般に女川相当層から上位の地層に移るに従い小さくなる傾向がある。コンクリ
 ーシ・ンの形状は,一地域の同じ層準においては,同形同大のものが並ぶ傾向があるが,その層準
 を異にすると形態,大きさの異る場合があ嵩間木海岸,須郷田,清川における女川相当層中において,層状
 のものを除いて計測した結果は,短径長径の比がほぼ1:2程度であり,大きさは長径が1～3m程度
 のものが多いことを認めた。北浦相当層の層準に沿いては,母岩(enciosingrock、の粗粒化に従
 って形態が複雑化する傾向があり球状の他に円筒状、ひょうたん状等を呈するものもみられる。
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担分析方法
 コンクリーション(マール)及び母岩中のea,Mgは一定濃度・量の希塩酸可溶分についてのみ
 キレートEDTA滴定によって求め,これらをOaCC』,MgCO3に換算した。この値は、重量法,
 00掌の当量とから検討し,本研究の誤差の範囲内に収まることを確めてlflいた。MnO、Fe203
 (to惚Dは同様に一定濃度・量の希硫酸可溶分についてのみ光電比色法によって定量した。前者は
 Oa,Mgと同様にMnCO3に換算した。又,一部のものについては参考としてSio2を求めた。
 w分析結果
 まず,コンクリーシ・ンの個体中に寿げる成分変化をみたが,一部のコンクリーションには,著
 しく・OaCα十MgOC』量が中心から外縁部へと同心円状に減少する(81～27wL%)ものもみ
 られたが・そのMgC(yCaCα値はコンクリーシ・ンの個体中ではほぼ一定であり・かつ各地域毎
 に拾いても一定の比を示し,大きな変化はみられない傾向を認めた。
 すべての分析したコンクリーシ・ン(約90個〕は“苦灰質"なものと“石灰質"なものとに分
 れ,両者の中間成分のものは稀であることを認めた。しかし凝灰岩中のコンクリーション及び炭酸塩岩化
 した凝灰岩は化学成分的に中間成分を示し,続成作用における凝灰岩の特異性を示しているものと
 思われる。またコンクリーシ・ン中のMnCO3はCaCO3+MgCO3と相関をもっことを認めた。
 コンクリーシ・ンとその母岩の各々の化学成分`MgCO3/CaCO3)について・地域別・層序別の
 比較検討を行なった、即ち,女川相当層については,清川(“石灰質"コンクリーション)須郷田〔“苦灰質"コンクリー
 シ.ン)の2地域を比較し,層準の相違についての考察は船11ト砒浦～脇本相当層(11石灰質"コンクリーション)に執・
 て比較検討を行った。各地域において,コンクリーシ・ンの成分はその母岩(約50個、のMgCO3/
 CaOO3値を反映し,、t石灰質「'コンクリーションを産する地域の母岩ではMgCO3/CaCO3
 値が低く,“苦灰質"なコンクリーシ・ンの発達する地域では逆の関係にある。これは船川～北浦
 ～脇本相当層中にむける垂直的変化に於ても同様である。しかしながら,母岩のMgGα/GaCα
 値はコンクリーシ。ンに比較して中間的成分を示すことから,コンクリーシ。ンは選択的に母岩中
 の特定成分が濃集して生成したものと推定できる。
 Vその他の考察
 X線回折法及ぴ染色法を併用した鏡下の観察によると,カルサイトとド・マイトの2相が共存し,
 これらがある程度の混合をしていることがわかる。X線回折法による内部標準を用いた拡大走査か
 らは,これらのコンクリーシ。ン中の堆積性カルサイト及びド・マイトには,理想鉱物より成分的
 に幾分偏倚したものが認めらわた。
 コンクリーシ・ンの生成時期については,船川相当層中に,凝灰岩の薄層を取込んで生長したコ
 ンクリーシ・ンが存在しているが,野外及び鏡下の観察から,これは堆積面以下に沿ける続成作用によっ
 て炭酸塩鉱物成分が濃棄したことがわかる。
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軽総括
 コンクリ丁ション中のGaOQ3十Mg〔島は90～25wt%にわたるが、その成分においては2大
 別できることがわかる。即ち,
 、1“OaCO3
 石灰質コンクリーシ・ンでは100～97一%であり
 eaOO5十MgUCも
 ll苦灰質〃コンクリーシ.ンでは69～56CaCO5%の
 GaO(}}十MgOO3
 範囲にむさまり,後者はや、広い巾をもつことがわかる。
 コンクリーシ。ンは選択的にその母岩中の成分から生成したと推定される。即ち,母岩に沿いて
 は化学成分的により中間的成分を示している。また,コンクリーシ・ンの濃集帯における母岩は
 OaOO5十MgGO3に富み,特に女川層中の母岩にはコンクリーシ・ンの生成は母岩中のCaeo3十
 MgCO3量の大きいことに関連があることを認め島コンクリーシ。ンの生成時期については、堆積面以下に拾
 いて続成作用によって生成したものと思われる。又,同心円状に成分変化を示すもの,コンクリー
 ション自体にラミナを持つもの,母岩との境界が漸移しているもの等も続成作用による生成を裏付
 けていると思われる。又,女川相当層中においては,、暦灰質"コンクリーシ.ンが卓越するが一
 部,、1石灰質"コンクリーシ.ンも存在する。その他には“珪質"コンクリーシ.ンが2地域にむ
 いて散見されるのみである。船川～北浦～脇本相当層11ルート、中のコンクリーシ。ンはすべて
 “石灰質"なものであることを認めた。
 今後,さらに東北裏日本新第三系にむける“堆積岩々石区的"な考え方を発展させることが期待
 できる。
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 論文審査結果の要旨
 本論文は東北日本,新九三系中特に青森県(聞木海岸),秋田県(須郷田周辺),山形県(清
 川周辺),其の他の地域に多産する炭酸塩結核体につき,その化学成分,鉱物成分を明らかにし・
 その堆積状況の野外並に顕微鏡下の観察と相まって,結核体の生成条件を追求する研究である。
 主な内容は(H章)結核体の分布,(蛋章)分析方法,(W章)分析結果の解析,(V章)その他
 の考察事項に分れている。結核体の分布上留意すべき点として,炭酸塩結核体は女川層中に特によ
 く発達し,これより上位の層準に至るに従い,個体数及び大ききが減少すること,同一層準に属す
 るものは同形,同大のものが多いこと,同一層準に於ては堆積盆の周辺部に多産するという点を明
 にしたことである。分析方法としてはOa,MgをキレートEDTA滴定法によって定量し,之より
 GaGo3,MgGo3に換算することが結核体の分析に於て十分有意義であることを明にし,又MnO
 Fe203を光電比色法によって分析することの有意性を確かめた。分析結果として重要な点を挙げ
 ると,分析資料90個の中,凝灰岩中の結核体を除くと,何れの結核体も石灰質(カルサィト質)又
 は苦灰質(ドロマイト質)と明瞭に分別され,その中間体というものが存在しない乙とであり,更
 に結核体の産地そのものが層準毎に,石灰質地域と苦灰質地域に分れることである。一般に女川居
 中では清川周辺を除き苦灰質が卓越している。之に反し女川層より上位の層準(東由利山地ルート)
 では,何れも石灰質となっておることは,結核体の生成環境を考察する上に重要な示唆を与えると
 云える。その他の考察事項として,X線回折法,及び染色法を併用した顕微鏡下の観察を合せて,
 カルサイトとドロマイトの2相が共存していること,又夫々の鉱物が理想鉱物より成分的に偏倚し
 ている事実を明ら力記した。又結核体の生成については,堆積物が未凝固である時期に,堆積面以下で
 続成作用によって形成されたことを野外並に鏡下の観察によって明らかにした。
 かくの如く本研究により結核体の化学成分,鉱物成分,その組織が明瞭となり,その生成条件につ
 き重要な知見を数多く見出し,堆積学,堆積岩岩石学の分野に大きな貢献をなした。よって渡辺雅
 治提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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